高知県立図書館の管理運営に関する規則の一部改正の概要
１　改正の目的
　高知県立図書館（以下「県立図書館」といいます。）と高知市立市民図書館（以下「市民図書館」といいます。）が共同で運用する新図書館情報システムが平成27年６月から暫定稼働することにより、双方の図書館の資料を一体的に管理するとともに、県立図書館で市民図書館の資料を貸し出す（館外利用）ことが可能になることに伴い、必要な改正をするものです。

（なお、県の規則改正に合わせ、高知市においても規則の一部について同様の改正を行う予定です。）

２　改正の内容
（１）　貸出期間が２箇月を超えても資料を返却しない場合は、新たに館外で資料を利用できないとされているところ、当該期間を６箇月に変更します。

　また、市民図書館の資料を市民図書館外で利用している場合において、６箇月を超えても返却していないことが判明した場合、その利用者に対し、県立図書館において新たに館外で資料を利用させないことができることとします。

（２）　県立図書館の利用者が館外で同時に利用できる資料の数について、図書等（図書、雑誌等をいいます。）については20点以内、その他の資料（視聴覚資料等をいいます。）については10点以内とし、この資料の数については、市民図書館の資料の数を含めることとします。

（３）　県立図書館で団体貸出しができる図書等の数は、市民図書館で団体貸出しと同様の貸出しを受けている数を含めることとします。
（４）　その他、文言の整理等所要の改正を行います。
　　
３　施行期日
　　平成27年６月１日
